






● 2020 年度新入生全学共通科目学修相談会 
 教育センターでは毎年新入生を対象に教育センター教員による「新入生全学共通科目学修相談会」




 当日はコロナ禍にもかかわらず総数 270 名の新入生が来室し、教育センター教員 14 名が相談にあ
たりました。相談者内訳は、男女：男 117 名、女 153 名、学部：地域学部 48 名、医学部 57 名、





ていたところ、実際には昨年・一昨年を 30 名以上上回る相談者数となりました。 
 理由としては、1) 実施日が各種新入生行事と重なり、例年通りになった、2) 感染症対策に伴う行
事日程の変更・授業開始延期なども相俟って、新入生の大学生活に対する不安がこれまで以上に増幅
された、など種々の要因が複合した結果と考えられます。 


















● 4 名の先生が退職 
















オンライン授業での教授法改善の一環として、2020 年 7 月、オンライン教材作成技量向上を目的に
「オンライン教材作成システム（PowerRecSS）の活用」に関する研修会を実施しました。繰り返しの
視聴や当日参加できない教員のために収録し、オンラインでの視聴を促しました。続いて 9 月、新任教






















● 全学共通科目のカリキュラムマップにおける DP 能力のスコア配分の見直し 



















































今年度は、2020 年 3 月の緊急事態宣言に始まる全国的なコロナウィルス（以下：COVID-19）対策に
















































Figure 2 コロナ対策授業風景 








究終了に伴う報告会を大山町役場にて行った。（7 月 7 日 担当：加藤・西村） 
③県長寿社会課からの依頼で、県老人クラブ連合会の総会で「とっとり方式認知症予防プログラム」
について講演を行った。（10 月 5 日 担当：加藤） 
④米子市健康対策課からの依頼で、米子市介護予防サポーター研修会において「フレイル予防」につ
いて講演を行った。（10 月 9 日 担当：加藤） 
⑤米子市健康対策課主催「いきいき健康ライフ教室」（1995 から 26 年間連続実施）の今年度最終回を
終えた。（10 月 12 日 担当：加藤） 
⑥鳥取市介護予防体操（しゃんしゃん体操）検討委員会（11 月 2 日 担当：加藤） 
⑦米子市健康講座「フレイル予防」（11 月 13 日 担当：加藤） 
⑧公益財団法人鳥取県スポーツ協会主催「鳥取県スポーツ協会公認トレーナー養成講習会」にて講師
を務める。（11 月 23 日 担当：西村） 
⑨鳥取市健康づくり推進委員会（11 月 27 日 担当：加藤） 
⑩国立民族学博物館主催の共同研究会の成果として『応援の人類学』（青弓社）が刊行され、共同研究
者として招聘、参加していた瀬戸准教授の論考「伝統校という歴史空間を構築する応援団―岩手県
立盛岡第一高等学校の事例から」が掲載された。（12 月 23 日 担当：瀬戸） 
（部門長：瀬戸邦弘） 
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